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梵珠だより

ニホンザル青森県立自然ふれあいセンター機関誌

□ 行事レポート □
●新春梵珠山登山

１月７日（日）
●少年自然探検隊（冬）in梵珠山 ①

１月28日（日）

●少年自然探検隊（冬）in梵珠山 ②
１月28日（日）

●梵珠山雪下ろしツアー
２月４日（日）

●梵珠山アニマルトラッキング
　３月３日（日）

●硬雪トレッキング（ブナ岱～梵珠山）
　 ３月10日（日）
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動きだしたヤマツツジの花芽と葉芽
（2023 年 4 月 18 日）

● ヤマツツジ 齋藤 信夫（青森自然誌研究会）

　2022 年 5 月 17 日（水）梵珠山へ行く。晴天
である。山々はますます賑わっている。エゾハル
ゼミの鳴き声も聞こえる。早春に次々と花を咲か
せていた群生のカタクリ、キクザキイチリンソウ
などの花期は過ぎ、今ではユキザサやマイヅルソ
ウ、チゴユリ、ニリンソウの花が目立つようになっ
ている。色彩の変化からすれば有色花から白色花
への移行ともいえようか。この時期の梵珠山はブ
ナの新緑ラッシュも一段落し、初夏へ向け、いろ
んな草木が花を咲かせようとしている。
　近くの落葉広葉樹林の林床の、高さ２～３ｍの
位置に朱色の塊が見えた。そこは、小さな尾根沿
いの上部斜面ともいえる場所で、結構日当たりの
良い場所である。色からして、その花がヤマツツ
ジであることはすぐに察しがついた。
　ヤマツツジといえば、大学時代、入学してすぐ
の頃の散策を思い出す。近くの丘陵でワラビの
シーズンにヤマツツジを見た記憶である。そのた
め、花暦としては、私にはワラビとヤマツツジの
季節は重なっている。
　ところで、考えてみると、ヤマツツジの花をじっ
くり観察したことはないし、葉の特徴を丹念に調
べたこともなかった。植生調査は季節と関係なく、
調査枠内の生育植物をすべてチェックするので、
自分なりの把握の仕方を準備しておかないと対応

は難しい。そのため花を終えた後のヤマツツジを
同定するにはいつも苦労していた。
　ヤマツツジはやや乾燥気味の場所に生えている
ことが多いといわれる。梵珠山でも全くその通り
で、前述のような日当たりのいい尾根筋などで対
面していた。この日はサワグルミの道とマンガン
の道でヤマツツジを見かけた。ただ、花との対面
はマンガンの道だけで、サワグルミの道では蕾状
態だった。2 つの道ではヤマツツジを取り巻く環
境条件にちょっとした違いがあるのだろうか。微
妙なものである。
　ヤマツツジといえば、２～３年ほど前に、つがる
市のベンセ湿原の端で遭遇したことがあった。通
常、湿原に立ち入るときにはヤマツツジの花色は
頭から抜けているものだ。ただ、その時は視界に
朱色が飛び込んできたので、「おや？」と思った。
とりあえず確認しようと思い、その色に近づき、
花を見た。結果、確かにヤマツツジだった。そこ
はベンセ湿原とはいえ、木道が敷かれている一帯
よりもさらに西側のクロマツ林と湿原の境界付近
だったので、極端に湿生な場所ではないのだろう。
樹高も２ｍはあったので、結構な樹齢かもしれな
い。先入観は禁物であることを改めて感じた場面
だった。
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咲きそろったヤマツツジ
（2022 年 5 月 17 日）
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オオカメノキ
ムシカリとも呼ばれ、
花芽と葉芽がはっき
りわかる

トチノキ
鱗片の上にねばねば
した液を出す

●冬芽はおもしろい 長尾 キヨ（津軽植物の会）

　冬芽は今静かに寒気に耐えているが、その
中には生命の流れが脈々として、やがて来る
春に備えて躍動の準備をしている姿なのです。
　芽には、夏芽と冬芽があり、夏芽は春から
夏の間につくられその年のうちに伸びだし花
を咲かせるものです。これに対して、冬芽は
夏から秋にかけてつくられて冬を越し、次の
年の春になってから伸びだします。
　冬芽は成長のさかんな夏の間から準備され
てきたもので、葉が落ちたために目立つよう
になったのです。秋に葉が色づき落ちてしま
うのも冬越しをするための準備なのです。
　植物にとっても、雪や風の中でさらされる
冬は一番きびしい季節です。きびしい寒さと
乾燥に耐えなければならない冬芽はさまざま
なしくみで芽を保護しているのです。

◇サ ク ラ…�鱗片という魚のうろこのような
もので外側を幾重にも包んでいる

◇コ ブ シ…�厚くしなやかで短い毛がびっし
りついている

◇トチノキ…�幾重にも鱗片で包まれているが、
さらに油のようなねばねばした
液をつけ保護している

◇マンサク…�初めから毛深い裸の芽で冬越し
する

　葉に先立って花を開くコブシ・サクラ・マ
ンサク等は花芽と葉芽が別々にできる。花芽
は大きく丸いので注意して見ると見分けられ
ます。前年の夏頃には、花芽と葉芽とはすで
に分化しているのです。
　褐色の毛で覆われ２本の角が生えている動
物の顔にも見えるオオカメノキの冬芽はとて
もわかり易い。２本の角は葉芽で、丸く顔に
見えるのは花芽なのです。
オニグルミの冬芽は特徴があるので一度見る
と忘れることがありません。葉痕が見る人に
よって「羊の顔」だったり「猿の顔」だったり
するのもおもしろいのです。
　防寒対策をきちんとしていれば冬ならでは
の観察ができます。冬芽の観察は、花や葉、実
の観察とはまた違うおもしろさがあります。
　冬芽や葉痕の形態やそのつき方、樹皮の形態
や色、さらに皮目などをくわしく調べると冬の
裸木でも名前が判定できるようになるのです。
　冬の梵珠山にも是非おいでください。
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● 梵珠の野鳥 針生 倖吉（日本野鳥の会青森県支部顧問）

『クマタカ』（角鷹）
　クマタカは、梵珠山の生態系ピラミッドの頂点に
位置し、日曜観察会でも時折り観察されています。
　体長70～83㎝、翼開長138～169㎝、体重 2～
3kgの大型猛禽類で、メスはオスより大きく、津軽
地方ではクマダガの地方名があります。
　また、成鳥の目はオレンジ色で幼鳥は青灰色です。
○生活サイクル
　１月～３月中旬…造巣期
　３月中旬～ 5 月中旬産卵を経て…抱卵期
　５月下旬にかけて孵化し～７月下旬…巣内育雛期
　８月上旬に巣立ち～ 11 月中巣外育雛…家族期
　11 月中旬～ 12 月…求愛期
○狩り行動
　狩りの方法は、主に林縁部などの木に止まって
獲物を待ち、見つけると急襲する「止まり型」です。
　また獲物は、森林に生息する様々な生き物で、
主にノウサギ、タヌキ、イタチ、ヤマドリ、ヘビ類
等です。
○営巣木
　主にスギ、カラマツ、キタゴヨウ等で、高木で
上部に太目の枝がある木が利用されています。
○誇示行動（ディスプレイ）
　誇示行動には２種類あり、敵意を表す威嚇や追
い出し、縄張防衛行動と、求愛を表すつがい形成
や繁殖に繋がる行動があります。
　主な誇示行動としては、V 字飛行、波状飛行、
脚下げ急降下、つれだち飛行、重なり飛行、足が
らめ飛行、枝落し飛行、バタフライ飛行、並び止
まり、誇示止まり等があり、求愛期や造巣期に多
く見られますので２羽のクマタカを確認したら
じっくり観察して下さい。

「賢いクマタカ（？）」
　青森市の東部に位置する東岳で、採石場の拡張
計画に関するアセスメント調査を行う機会があり
ました。対象鳥種はクマタカで、観察定点は東岳
の東斜面の火薬庫の脇です。頂上尾根を背にして
朝から夕方までの調査でした。現場では、毎日 15
時頃に翌日の採石作業のためにダイナマイトで発
破作業が行われ、観測定点にも発破音と共に振動
が伝わって来ます。その直後、必ずどこからとも
なくクマタカが出現し、対岸の斜面に突っ込んで
行くのです。発破の音と振動に驚いて出現した鳥
類や小動物を狩るための行動です。
　土日祝日は休みでも平日はもれなく餌を得られ
ていたようです。賢いクマタカの一例です。

「恐いクマタカ」
　盛岡市在住の関山房兵氏（猛禽類調査の権威）
から聞いたお話です。
　岩手の若手鳥類カメラマンが、営巣中のクマタ
カを確認して、良い画像を撮るため普段の撮影距
離より思い切って近くまで寄ってみたそうです。
　すると突然巣の中のクマタカが飛び出して、正面
から襲いかかってきたとのことで、彼は三脚とレン
ズカメラを楯にして防ごうとしましたがクマタカ
はそれをかわし、彼の頭部に爪をけり込みました。
彼は倒れ込み頭部の出血を抑えて病院に走り、数
針縫う処置後に関山氏に報告したとのことです。
クマタカのけりの強さは野球の木製バットでお尻
を叩かれた程の強さであったとのことです。
　クマタカが森林の中で餌採りのために飛行する
際には、小枝をへし折る音が聞こえる事もあると
のことで、特に抱卵期や育雛期には、十分な注意
が必要です。
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